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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリアクリル酸ナトリウムを含有し、組成物中のポリアクリル酸ナトリウム含有量が５～
１５質量％となるように育毛剤組成物に添加することにより育毛剤の育毛効果を高める効
果を有する育毛剤の効果促進剤。
【請求項２】
育毛剤の製造方法において、育毛剤中のポリアクリル酸ナトリウム含有量が５～１５質量
％となるようにポリアクリル酸ナトリウムを添加することにより育毛剤の育毛効果を高め
ることを特徴とする育毛剤の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、育毛剤組成物、育毛剤の効果促進剤及び育毛剤の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　薄毛ないし禿頭の原因は様々であるが、加齢および社会環境の変化によるストレス等が
一因となり、抜け毛や脱毛に悩む人は増加する傾向にある。このような状況の中、抜け毛
や脱毛等の治療・改善を目的とした薬効成分が探索され、数多くの育毛剤が市販されてい
る。
【０００３】
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　現在、知られている育毛剤用の薬効成分としては、センブリエキス、ビタミンＥアセテ
ート等の血管拡張剤、トウガラシチンキ等の刺激剤、パントテン酸、ビオチン等のビタミ
ン類、ホルモン剤、抗炎症剤、殺菌剤等が挙げられる。また、Ｎ－アシルアミノ酸に育毛
効果があり、中でも奇数炭素数アシル基を有するＮ－アシルアミノ酸又はその塩や誘導体
に特に優れた育毛効果があることが報告されている（例えば、特許文献１：特開平８－３
３７５１５号公報）。
【０００４】
　しかし、現時点でも、かつらや植毛による増毛が盛んに行われているように、育毛剤の
効果は未だ限定的である。また、近年では、ミノキシジル等の化合物を有効成分とする育
毛剤もよく知られているが、ミノキシジルは、血管拡張剤として開発されたものであり、
そのため、心臓血管系に異常がある人への使用が制限されている。このように、効果の大
きな化合物を有効成分とした育毛剤は、その使用にあたって注意が必要であり、配合量に
限界がある。従って、安心して用いることができ、充分に育毛効果を有する物質が望まれ
ている。
【０００５】
　一方、ポリアクリル酸ナトリウムは、多量の水を吸収して高含水高分子ゲルを形成する
ことから、高分子吸収材、水質処理剤、食品等における増粘剤、インキ組成物成分、カプ
セル剤原料、歯科用ペースト組成物、歯磨き剤成分、農薬固定化剤など幅広い分野に用い
られている。また、ポリアクリル酸ナトリウムは、水溶性ゲルとして貼付剤用基剤、化粧
料に用いられることもあり、ポリアクリル酸と架橋剤との混合物が毛髪化粧料成分として
提案された例もある（特許文献２：特開２００７－２９７３６８）。もっとも、特許文献
２は、毛髪への塗布時の伸び、なじみが良く、髪にまとまりを与え、不自然な艶がなく、
塗布後には、再整髪性に優れ、ドライヤー等の熱から毛髪を守る効果を付与する整髪剤に
関するものであり、育毛剤として用いるものではない。また、ポリアクリル酸ナトリウム
を疾病治療の有効成分に用いた例は少なく、乳牛の乳房炎の治療剤の有効成分（特許文献
３：特公平０６－０６０１０４）等、限られた例があるのみである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平８－３３７５１５号公報
【特許文献２】特開２００７－２９７３６８
【特許文献３】特公平０６－０６０１０４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、従来、不十分であった育毛剤の効果を高めることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、上記課題の解決のために種々検討を重ねた結果、従来、育毛作用との関係
が全く知られていなかったポリアクリル酸ナトリウムに、育毛作用ないし他の育毛剤の効
果促進作用があるという全く予想外の事実を見出し、本発明を完成するに至った。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の育毛剤を適用する対象とした女性頭部の写真（適用直前）。
【図２】本発明の育毛剤を適用して２週間後の図１に記載したのと同一の女性の頭部写真
。
【図３】本発明の育毛剤を適用して４週間後の図１に記載したのと同一の女性の頭部写真
。
【図４】本発明の育毛剤を適用して５週間後の図１に記載したのと同一の女性の頭部写真
。
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【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明者は、上記目的を達成するために鋭意検討を重ねた結果、育毛剤にポリアクリル
酸ナトリウムを配合することにより、優れた養育毛効果を有する製剤を実現できることを
見いだした。なお、本発明においては、「育毛剤」とは、特に断らない限り、完全な禿頭
の状態から発毛を生じさせる「発毛剤」、薄毛の状態から毛量や毛の太さを増やす「育毛
剤」、加齢等により毛量が減少したり毛の太さが低減する現象を防止する「養毛剤」のい
ずれをも含む。「育毛効果」も特に断らない限り、完全な禿頭の状態から発毛を生じさせ
る「発毛効果」、薄毛の状態から毛量や毛の太さを増やす「育毛効果」、加齢等により毛
量が減少したり毛の太さが低減する現象を防止する「養毛効果」のいずれをも含む。「育
毛成分」等類似の他の用語についても同様である。
【００１１】
　また、脱毛等の原因としては、男性性脱毛（male pattern baldness）、円形脱毛（alo
pecia areata）、抗癌剤等の薬剤の副作用による脱毛等を含む。特に円形脱毛の場合は再
び毛が生えてくることが多いのに対して、加齢や男性性脱毛は毛の再生が難しいため、本
発明による育毛剤の適用が特に好ましい。
【００１２】
　一般に、毛の成長には周期があり、これは毛周期（hair cycle）と呼ばれる。毛周期は
、毛が生え（再生）成長する「成長期」（２～７年）、毛の成長が停止する「退行期」（
２～３週間）、抜け毛が進行する「休止期」（４～５ヵ月）の順序で繰り返される。そし
て、頭皮の栄養状態の悪化、頭皮にたまった皮脂の酸化による刺激、男性ホルモンの上昇
等の原因によって休止期が長期化した場合や、休止期にある毛髪の割合が増加した場合に
は男性性脱毛の原因となる。育毛は、休止期にある毛根を成長期に転換することによって
毛の成長を促すこと、ならびに、成長期を延長させることによって退行期や休止期への移
行を防ぎ、毛の伸長を促すこと等によって行われる。本発明によりポリアクリル酸ナトリ
ウムが育毛効果を示す作用機序は明らかでないが、その作用は現実に明確に示されており
、全く予想外の効果である。
【００１３】
　本発明で用い得るポリアクリル酸ナトリウムは、頭皮に適用するのに適した状態にある
ものであれば特に限定されない。但し、粘度が高すぎると取扱性や分散性に劣るため、例
えば分子量７００万以下が好ましく、適用する態様によっては３００万以下が好ましい。
下限は特に制限がなく、例えば、数千～数万の水溶液として得られるものでもよい。すな
わち、ポリアクリル酸ナトリウムは水溶液で用いることもできるし、ミクロゲル等の分散
液その他の態様で用いることができる。水溶液としては、その粘度にもよるが、０．０５
質量％～３０質量％程度の範囲である。０．０５質量％未満では効果が表れにくく、３０
質量％では一般に取扱性に問題がある。０．１～２０質量％程度が好ましい。
【００１４】
　ポリアクリル酸ナトリウムは、それ自体、育毛効果を示すが、既存の育毛成分と組み合
わせることにより、特に相乗的な効果を示す。このような育毛剤成分としては、例えば、
センブリ抽出成分、ボタン皮抽出成分、エンメイソウ抽出成分、ボダイジュ抽出成分、コ
レウスフォルスコリィ根抽出成分、カンゾウ抽出成分、キンセイソウ抽出成分、クジン抽
出成分、トウガラシ抽出成分、トウチャ抽出成分、ニンジン抽出成分、タンポポ抽出成分
、ミカン抽出成分、イチイ抽出成分、オトギリソウ抽出成分、附子抽出成分、ビワ抽出成
分、カワラヨモギ抽出成分、コンフリー抽出成分、アシタバ抽出成分、サフラン抽出成分
、サンシシ抽出成分、ローズマリ―抽出成分、セージ抽出成分、モッコウ抽出成分、セイ
モッコウ抽出成分、ホップ抽出成分、ソフォラ抽出成分、クアチャラーテ抽出成分等の植
物由来成分、ヒノキチオール、スウェルチアマリン、セファラチン、フォルスコリン、フ
ィナステリド、カテキン類等の植物由来成分として既知の化合物、ｔ－フラバノン等の植
物由来成分類似合成物質、フコイダン等の海藻由来成分、微生物由来成分、ダイズタンパ
ク質のサーモリシン分解物、プラセンタエキス等の動物由来成分、酢酸トコフェロール、
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ミノキシジルまたはその類縁体、アデノシン、ペンタデカン酸又はペンタデカン酸グリセ
リド等のその誘導体、パントテン酸、パントテニルアルコール、パントテニルエチルエー
テル、グリチルレチン酸又はその誘導体、グリチルリチン酸又はその誘導体、イソプロピ
ルメチルフェノール、ピロクトンオラミン、ニコチン酸ベンジル、ニコチン酸トコフェロ
ール、ニコチン酸β－ブトキシエステル、ニコチン酸アミド、塩化カルプロニウム、６－
ベンジルアミノプリン、サリチル酸等が挙げられ、１種単独で又は２種以上を適宜組み合
わせて用いることができる。なお、ここに挙げたものは例であって、これ以外の育毛剤成
分との併用を排除するものではない。
【００１５】
　既知の育毛剤成分と組み合わせる場合、本発明の育毛剤中のポリアクリル酸ナトリウム
の配合量は、投与製剤及び投与量等により、適宜選定されるが、０．０１～３０質量％が
好ましく、０．１～２０質量％程度が好ましく、５～１５質量％程度がより好ましい。ま
た、既知の育毛剤成分の配合量は、各有効成分の有効量であればよい。抽出物質等ではそ
の量比は必ずしも明確に規定できないが、例えば、育毛剤組成物全量に対して０．００１
～２０質量％が好ましく、より好ましくは０．０１～１０質量％である。配合量が少なす
ぎると十分な育毛効果が得られない場合があり、多すぎると不経済となる場合があるが、
本発明によれば場合によっては０．０５～３質量％に低減することもできる。
【００１６】
　育毛剤には、育毛効果を増強する目的で、抗男性ホルモン剤、血行促進剤等を配合して
もよい。さらに、本発明の効果を損なわない範囲で任意成分を１種単独で又は２種以上を
適宜組み合わせて用いることができる。任意成分としては、例えば、保湿剤、ビタミン類
、ペプチド類、アミノ酸類、水、エタノール等の低級アルコール類、多価アルコール、消
炎剤、殺菌剤・防腐剤、界面活性剤、油脂、エステル油、ガム質等の高分子樹脂、高分子
化合物、キレート剤、酸化防止剤、ｐＨ調整剤、色素、香料、紫外線吸収剤等が挙げられ
る。
【００１７】
　保湿剤としては、例えば、カンテン、ジグリセリン、ジステアリルジモニウムヘクトラ
イト、ブチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、へキシレ
ングリコール、ヨクイニンエキス、ワセリン、尿素、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫酸
、セラミド、リピジュア、イソフラボン、アミノ酸、コラーゲン、ムコ多糖、フコダイン
、ラクトフェリン、ソルビトール、キチン・キトサン等を挙げることができる。
【００１８】
　ビタミン類としては、例えば、カロテン類、レチノイン酸、レチノール、ビタミンＣ及
びその誘導体、ビタミンＥおよびその誘導体、硝酸チアミン、シアノコバラミン、ビオチ
ン、リボフラビン等を挙げることができる。
【００１９】
　酸化防止剤としては、上記のビタミン類の他、カイネチン、アスタキサンチン、トレチ
ノイン、セサミン、α－リポ酸、コエンザイムＱ１０、フラボノイド類、エリソルビン酸
、没食子酸プロピル、BHT（ジ-n-ブチルヒドロキシトルエン）、BHA（ブチルヒドロキシ
アニソール）、コウキエキス、大豆エキス、紅茶エキス、茶エキス、エイジツエキスなど
を挙げることができる。
【００２０】
　界面活性剤としては、ポリオキシエチレン（６０％）硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレ
ン（８％）オレイルエーテル、ポリオキシエチレン（１０％）オレイルエーテル、モノオ
レイン酸ポリオキシエチレン（１０％）、ポリオキシエチレン（３０％）グリセリルモノ
ステアレート、モノステアリン酸ソルビタン、モノステアリン酸ポリオキシエチレン（３
０％）グリセリル、モノオレイン酸ポリオキシエチレン（２０％）ソルビタン、ショ糖脂
肪酸エステル、モノオレイン酸ヘキサグリセリン、モノラウリン酸ヘキサグリセリン、ポ
リオキシエチレン還元ラノリン、ポリオキシエチレン（２０％）ラノリンアルコール、ポ
リオキシエチレン（２５％）グリセリルピログルタミン酸イソステアリン酸ジエステル、



(5) JP 5754565 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

Ｎ－アセチルグルタミンイソステアリルエステル等があげられる。
【００２１】
　消炎剤としては、アラントイン、塩酸ジフェンヒドラミン、グアイアズレン、ｌ－メン
トール等があげられる。
　殺菌剤・防腐剤としては、トリクロロヒドロキシジフェニルエーテル、ヒノキチオール
、トリクロサン、クロルヘキシジングルコン酸塩、フェノキシエタノール、レゾルシン、
イソプロピルメチルフェノール、アズレン、サリチル酸、パラベン、ジンクピリチオン、
塩化ベンザルコニウム、感光素３０１号、モノニトログアヤコールナトリウム等があげら
れる。
【００２２】
　ホルモン剤としては、エチニルエストラジオール、エストロン、エストラジオール等が
あげられる。
　紫外線防止剤としては、サリチル酸ホモメンチル、４－メトキシケイ皮酸－２－エチル
ヘキシル、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキ
シベンゾフェノンスルホン酸、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノンスルホン酸
ナトリウム、４－ｔ－ブチル－４’－メトキシ－ジベンゾイルメタン、酸化チタンおよび
酸化亜鉛等が挙げられる。
【００２３】
　香料としては、例えば、オレンジ油、レモン油、ベルガモット油、ライム油、レモング
ラス油、ラベンダー油、ハッカ油等の天然香料およびメントール、ローズオキサイド、リ
ナロール、シトラール、酢酸リナリル等の合成香料があげられる。
【００２４】
　本発明の育毛剤は、発明の効果を損なわない範囲で、液状、泡（フォーム）状、ジェル
状、クリーム状、スプレー状のいずれの形態を取ることもできる。従って、それぞれの形
態において、発明の効果を損なわない範囲の上述したような慣用の添加剤を配合すること
も可能である。
　また、スプレー（エアゾール）にする場合は、液化ガスや圧縮ガス等の噴射剤を含んで
もよい。例えば、育毛成分、任意成分及び残部（水及び／又はエタノール）を混合して、
各剤型の常法に従い、ブタン、プロパン、イソブタン、液化石油ガス、及びジメチルエー
テルから選ばれる可燃性ガス及び／又は窒素ガス、酸素ガス、炭酸ガス、亜酸化窒素ガス
から選ばれる圧縮ガスを配合することができる。
【００２５】
　本発明においては、育毛剤を一日１回以上、好ましくは２回以上、頭皮に適用（例えば
、１ｍｌ程度の液量を塗布またはスプレー）し、好ましくはマッサージまたは叩いて頭皮
になじませることによって、顕著に育毛効果が達成できる。
【実施例】
【００２６】
　以下、実施例を挙げて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらに限定され
るものではない。
〔実施例１〕製造例
　ボタン皮抽出液５０％（容量％、以下同じ）、エンメイソウ抽出液５％、ボダイジュ抽
出液１０％、グリセリン５％、エタノール１０％、精製水１０％、並びにスウェルチアマ
リン（センブリ成分）、緑茶抽出液、パラベン、1，3‐ブチレングリコール各適量を添加
して１００％とした育毛剤１００部に対し、１０部のポリアクリル酸ナトリウムを添加混
合して本発明の育毛剤を調製した。
【００２７】
〔実施例２〕育毛試験および結果
　年齢６９歳の女性の頭皮に、実施例１で得られた育毛剤を１日２回、朝晩頭皮に適当量
擦り込み、約１ケ月間育毛効果を視覚で観察した。結果を図１～４に示す。
　この図に示されるように（ａ）適用初日（２月６日）の時点ではつむじ部分を中心に頭
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皮が見えておりその周辺の毛量も少なくなっていたものが、（ｂ）２月２０日の時点では
つむじ部分の頭皮露出面積が縮小し、全体に毛量も増えて見える。さらに、（ｃ）３月７
日の時点ではつむじ部分もほとんど見えなくなり、頭部全体にわたって毛量が豊かになっ
ており、（ｄ）３月１４日の時点ではつむじ部分は完全に見えなくなり、頭部全体にわた
って毛量が豊かに、かつ黒く艶やかになっているのがわかる。
【００２８】
〔実施例３〕育毛試験および結果
　完全に禿頭状態の年齢５５～６５歳の３名の男性に実施例２と同様にして育毛試験を行
った。結果を表１に示す。
【００２９】
〔表１〕
被験者＃　　年齢 　　効果 
　１　　　　５０代 　＋＋
　２　　　　６０代　 ＋＋＋
　３ 　　　 ６０代　
＋＋ 
【００３０】
表中の効果の説明：
－ ：悪化した。
０ ：目視で効果がみられなかった。
＋ ：目視では判定できなかったが、マイクロスコープにて効果を確認できた。
＋＋ ：目視で効果が確認できた。
＋＋＋：目視で顕著な効果が確認できた。
【００３１】
　このように、いずれの男性にも有意な効果が見られ、例えば、被験者＃２の男性では禿
頭にすだれ状の髪が伸び顕著な発毛が認められた。従って、本実施例によって、本発明の
育毛剤が、脱毛症の予防または治療に有効に使用できることが判明した。
【００３２】
〔実施例４〕比較試験および結果
　ソフォラ抽出液（和漢植物成分日本にも生息する多年草で、根の部分に血行促進効果が
あることが知られている）、アマチャ抽出液、デルアミド、ベーターグリチルリチン酸、
ニコチン酸ベンジル、パントテニールエチルエーテル、ビタミンE誘導体、ニコチン酸ア
ミド、ｌ－メントールを含む育毛剤を過去半年に渡って使用していたが有意な効果が認め
られなかった年齢４７歳の女性に対し、上記育毛剤１００部にポリアクリル酸ナトリウム
１０部を添加したものを、他の条件は同様にして適用させたところ、２週間で明らかに毛
量が増加したことが確認できた。従って、本発明によりポリアクリル酸ナトリウムを添加
することで、育毛剤の効果が有意に改善されることがわかる。
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